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『
和
漢
朗
詠
集
』

所
牧
唐
詩
注
樟
補
訂

「
燕
子
棲
中
霜
月
夜
、

-
二
三
五
番
白
居
易
「
燕
子
棲
三
首
」
其
一

秋
来
只
局
一
人
長
」

O
元
和
十
年
(
八
一
五
)
の
春
、
都
長
安
で
の
作
。
作
者
四
四
歳
。

太
子
左
賛
善
大
夫
(
正
五
品
上
、
東
宮
官
)
在
任
(
花
房
・
朱
『
筆
校
』
・

羅
)
。
本
詩
を
秋
で
は
な
く
、
春
の
作
と
見
な
す
論
擦
は
、
連
作
三
首

其
三
の
起
句
「
今
春
客
(
後
述
の
張
仲
素
)
有
り
洛
陽
よ
り
回
る
」

で
あ
り
、
す
で
に
羅
『
年
譜
』
や
陶
敏
・
李
一
飛
ほ
か
『
唐
五
代
文
事

編
年
史
(
中
唐
巻
)
』
も
、
同
意
見
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
春
以
後
の
作

で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
(
同
年
秋
八
月
、
作
者
は
江
州
司
馬
に
左
遷
さ

れ
る
)
。

「
燕
子
棲
」
詩
に
は
、
本
詩
作
成
の
モ
チ
ー
フ
を
み
ず
か
ら
語
る
、

長
い
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
ほ
ぼ
こ
う
い
う
:
:
:
故
の

徐
州
(
江
蘇
省
徐
州
市
)
刺
史
張
向
書
(
情
。
一
冗
和
一
瓦
年
[
八
O
六
]
各
浸
)

(
十
四
)

植

久

イ丁

木は

ん

は

ん

め

ん

め

ん

)

に
は
、
歌
舞
の
巧
み
な
美
し
い
愛
妓
防
防
(
宋
版
紹
興
本
は
阿
阿
)
が
い

た
。
私
は
校
書
郎
に
在
任
中
、
徐
州
・
澗
州
付
近
に
服
し
た
。
こ
の
と

き
、
張
向
書
は
私
の
た
め
に
酒
宴
を
設
け
て
下
さ
り
、
「
酒
酎
な
る
と

た
す

き
、
防
防
を
出
し
て
(
歌
舞
を
演
じ
て
)
以
て
散
を
佐
け
」
さ
せ
た
。

か
く
し
て
座
は
盛
り
あ
が
り
、
私
は
彼
女
に
「
酔
矯
勝
へ
得
ず
、
風

ゆ
る

は
鰯
が
す
(
春
風
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
か
す
)
牡
丹
の
花
」
(
逸
句
)
と
い

ほ
と
ん

う
詩
を
贈
っ
た
。
そ
の
後
、
消
息
が
と
ぎ
れ
て
現
在
に
及
、
び
、
「
僅
ど

一
紀
(
十
二
年
)
」
に
な
る
。
そ
し
て
こ
う
績
け
る

0

か
い
し

(6)
わ

れ

と

昨
日
、
司
動
員
外
郎
張
仲
素
(
字
)
績
之
、
予
を
訪
ひ
、
因
っ
て

新
詩
を
吟
ず
る
に
、
「
燕
子
棲
三
首
」
有
り
て
、
詞
甚
だ
腕
麗
な
り
。

た
め

其
の
由
を
詰
ふ
に
、
防
防
(
阿
阿
)
の
局
に
作
り
し
な
り
。
績
之
は

武
寧
軍
(
徐
州
に
鎖
す
る
節
度
使
)
に
従
事
(
武
寧
軍
節
度
使
張
惜
の
幕

僚
)
た
る
こ
と
累
年
(
多
年
)
、
頗
だ
防
防
の
始
末
(
一
部
始
終
、
特
に



「
尚
書
(
張
悟
)
慨
に
残
し
て
、

る
る
も
、
〈
強
剤
の

後
日
談
)
を
知
れ
り
。
(
績
之
)

東
議
(
東
都
治
陽
北
郊
の
部
山
〉

郡

名

)

に

張

氏

め

普

第

(

曹

邸

)

に

小

槙

有

り

と
名
づ
く
。
扮
粉
、
議
愛
(
亡
き
張
培
へ
の
愛
情
〉
を
念
ひ
て
嫁
が
ず
、

す

か

い

ぜ

ん

是
の
棲
に
居
む
こ
と
十
余
年
。
識
議
・
塊
然
〈
磁
欝
江
さ
ま
)
た
り

て
、
今
に
常
誌
在
り
(
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
ご
と
。
立
て
績
之
の

新
一
詠
を
愛
し
、
影
城
の
奮
遂
に
困
っ
て
其
の
題
に

(
唱
和
し
て
)
一

中
広
わ
ノ
、

(
?
1八
一
九
、
字
繍
之
〉
の
「
蒸
子
棲
一

で
あ
る
。
引
用
し

γ

に
、
「
新

る

以

上

、

の

一

首
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詩
(
近
頃
完
成
し
た
ば
か
り
の
詩
と
と

も
、
一
冗
和
十
年
春
の
作
と
考
え
て
よ
い

ち
な
み
に
、
武
寧
軍
部
護
費
・
徐
州
刺
史
張
培
の
酒
席
は
、

十
年
〈
八
O
四
〉
、
作
者
一
一
一
三
畿
の
春
と
さ
れ
る
〈
花
開
・
朱
・
謹
)
。

時
か
ら
本
年
〈
一
冗
和
十
年
一
八
一
五
U
ま
で
の
期
間
が
、
十
一
年
強
に

な
っ
て
、
詩
阜
の
「
謹
ど
一
紀
(
あ
る
い
は
「
一
紀
に
謹
し
」
)
」
と
符
九
一
門

す
る
た
め
、
こ
の
推
定
は
安
富
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
岳
詩
「
燕
子
楼
一
一
一

首
」
の
咋
或
を
、
一
年
早
い
え
和
九
年
と
す
る
路
饗
友
「
白
眉
易
燕
子

棲
詩
〕
、
お
よ
び
元
和
九
年
各
の
る
王
拾
遺
ウ
日
間
易
簿
』
の

説
法
誤
り
と
な
る
。
こ
り
誌
は
、
な
繋
年
配
序
を
行
う
「
自
氏

『
和
漢
朗
一
詠
集
戸
所
収
唐
詩
註
釈
鵠
訂
〈
十
四
〉
(
植
木
)

て

内
の
-
排
列
肱
川
侃
を
調
べ
て
み
て
も
、
充
分
銘
防
護
さ
れ
る
。
と
い

う
の
誌
、
「
燕
子
棲
一
一
一
言
い
前
後
の
詩
は
、
み
な
元
和
十
年
の
作
だ
か

ら
で
あ
る
。

。
[
燕
子
楼
〕
式
寧
軍
節
度
関
・
強
州
制
史
張
惜
の
託
地
、
彰
城

〈
徐
州
川
)
域
内
の
爵
宅
中
に
あ
っ
た
小
棲
の
名
。
吋
大
明
一
一
統
士
山
山
巻
十

八
に
、
「
燕
子
覆
は
(
徐
〉
掛
域
の
西
北
隅
に
疲
り
。
麿
の
貞
一
冗
中
、

向
車
問
張
建
封
(
張
惜
の
父
の
名
。
子
と
父
の
名
を
譲
り
違
え
た
も
の
)
、
徐

州
に
鍾
す
。
安
宵
り
て
扮
紛
と
日
ひ
、
(
彼
女
の
)
震
に
此
の
楼
を
築
い

て
以
て
之
に
居
ら
し
む
。
建
封
既
に
卒
し
、
紛
紛
は
壌
に
思
る
こ
と
十

余
年
、
嫁
が
ず
」
と
あ
る
。
有
名
な
北
宋
の
文
豪
蘇
棋
は
、
元
龍
一
光
年

(一

O
七
八
〉
の
晩
秋
・
初
各
の
こ
ろ
、
こ
の
燕
子
棲
中
に
一
泊
し
て
い

る
。
話
時
、
設
誌
徐
州
の
知
事
で
あ
り
、
み
ず
か
る

U
W城
に
て
夜

燕
子
壌
に
宿
し
、
粉
粉
を
夢
む
。
困
り
て
此
の
詔
を
作
る
」
と
記
し
た

有
名
な
詩
「
永
油
業
い
を
作
っ
た
〈
話
時
、
間
三
歳
)
。
そ
の
な
か
の

「
燕
子
山
棲
は
空
し
く
、
佳
人
(
美
女
の
紛
跨
〉
何
に
か
在
る
、
空
し

く
銭
す
楼
中
の
蒸
」
と
い
う
一
新
は
、
佳
匂
と
し
て
名
高
い
。

白
詩
と
そ
わ
序
を
源
泉
と
し
て
詩
跡
化
し
た
燕
子
楼
は
、
蘇
献
と
迂

ぽ
同
時
期
信
陳
鵜
や
黄
裳
ら
に
よ
っ
て
も
詠
ま
れ
、
明
末
清
初
の
接
議

に
到
る
詩
ま
で
が
縛
存
す
る
。
し
か
し
今
日
で
は
、
す
で
に
議
跡
の

の
も
の
が
不
明
で
お
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
燕
子
壊
は
張
向
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の

で

、

設

の

死

後

も

再

婚

し

な

か

っ

た

紛

扮

生
き
方
、
特
に
妓
妾
と
し
て
は
珍
し
い
節
義
に
感
動
し
て
、
そ

の
生
涯
を
し
の
ぶ
詩
跡
(
古
典
詩
人
た
ち
が
誌
み
重
ね
、
刻
み
つ
け
て
き
た

詩
心
の
惇
統
を
深
々
と
宿
す
聖
地
の
意
。
わ
が
習
の
「
歌
投
」
と
類
桜
す
る
詩

事
用
語
)
に
な
っ
た
。

他
方
、
こ
う
し

γM
み
品
、

る

こ

と

に

な

っ

た

。

種

の

侍

奇

雑
事
小
説
集
。
期
末
拐
め
の
曾
縫
編
「
頼
説
』
程
二
九
理
技
)
に
辻
、

張
建
封
僕
射
、
節
制
武
寧
、
舞
妓
粉
粉
、
公
縞
之
蒸
子
壇
。
白
柴

天
使
鰹
徐
、
盟
(
詩
日
、
「
酔
語
勝
不
得
、
風
鰯
牡
丹
豆
、
公
莞
、
扮

妨
害
不
他
適
、
多
以
詩
代
田
答
。
ニ
百
篇
、
名

と
い
v

つ。

の

に

頻

用

さ

れ

で

、

小

さ

杜
帯
の
「
結
甫
魚
児
出
、
徴
盟
燕
子
斜
」
〈
「
水
艦
遺

心
‘
一
首
」
其
一
)
は
、
そ
の
一
関
で
あ
る
。
コ
ハ
注
」
に
辻
、
二
一
種
の
棲

名
設
を
あ
げ
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
穏
や
か
な
設
に
、
こ
う
い
う
、

「
技
ノ
棲
ヲ
浩
ル
時
、
レ
ハ
、
燕
子
棲
ト
名
付
ト
一
本
也
」
と
。

の

中

の

、

ワ

シ

え司酔

ノ、
、

ヲ
カ
ケ
シ
カ
設
ニ
、

し
か
し
筆
者
は
む
し
ろ
、
孟
浩
然
の
「
競
し
て
「
盈
盈
た
る
補
償
上
の

女
』
〔
「
吉
詩
十
九
首
」
其
二
の
句
一
を
得
た
り
」
と
い
う
詩
の
、
「
蒸
子

家
家
入
、
楊
花
虞
慮
飛
」
な
ど
の
表
現
に
注
自
す
る
。
燕
子
棲
の
名
は
、

簿
統
的
な
「
棲
上
の
思
婦
」
む
モ
チ
i
フ
(
留
守
居
を
守
る
女
埜
の
住

の
で
あ
る
。

に
つ
い
て
辻
、

む

中

の

り

課

し

た

孤

鑓

i
i
i

そ
の
名
誌
最
も
家
庭
的
な
鳥
に
ち
な
み
、
そ
の
樽
統
的
な
多
産
性
は
彼

女
の
生
活
の
不
妊
を
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
」
(
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
オ
i
ウ
ェ

ン
の
設
)
、
「
雄
堆
つ
が
い
で
暮
ら
し
、
錐
又
び
寄
り
隻
び
飛
ぶ
燕
は
従
来
、

こ
れ
を
題
い
て
、
仲
の
良
い
夫
婦
を
比
唱
し
て
き
た
た
め
、
の
張

た
粉
粉
は
、

つ

よ住

期

の

官

頭

ゃ
、
中
震
の
楊
凝

(
?
1八
O
一
二
)
「
春
先
ご
詩
の
「
縁
窓
孤
寝
難
或
謀
、

紫
燕
嬰
飛
桜
弄
人
」
の
句
を
思
い
浮
か
べ
さ
え
す
れ
ば
、
充
分
肯
定
で

き
よ
う
。

」
ア
〕

い



宜
二
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
「
捕
磯
上
残
燈
倖
襲
霜
、
鶏
践

人
起
合
歓
林
。
椙
患
一
-
夜
情
多
少
、
地
角
天
涯
不
日
班
長
」
完
全
窟
詩
』

容
三
六
七
)
。
こ
の
持
は
、
張
培
の
死
後
十
年
間
に
わ
た
る
眠
れ
ぬ
一
疫

の
、
そ
れ
も
秋
深
く
霜
の
降
る
わ
び
し
い
夜
の
あ
り
さ
ま
を
、
紛
紛
の

口
吻
に
託
し
て
描
い
た
一
種
の
関
怨
詩
で
あ
る
c

こ
れ
に
唱
和
し
た
白

持
は
、
夜
が
ふ
け
で
も
衣
々
と
湧
き
認
こ
る
患
い
出
の
た
め
に
掠
れ
ず
、

秋
の
夜
長
を
明
か
し
か
ね
る
状
況
を
、
「
議
案
明
月
満
築
語
、
被
冷
壌

残
携
臥
林
。
識
…
子
覆
中
霜
月
夜
、
秋
来
口
ハ
震
一
人
長
」
と
詠
ん
だ
の
で

あ
る
。
西
村
富
美
子
「
「
燕
子
棲
」
詩
を
め
ぐ
っ
て
;
妓
女
詩
人
鱗
粉
粉

に
概
す
る
「
窟
詩
紀
事
』
信
感
構
性
を
問
う
」
は
、
唱
和
詩
聞
に
克
ら
れ

る
類
似
し
た
表
現
の
、
議
妙
な
興
関
を
、
こ
う
詣
播
す
る
。

自
告
易
が
和
し
た
詩
の
第
一
言
は
、
も
と
の
第
一
首
に
あ
わ
せ
て
、

「
機
上
」
を
「
蒸
子
機
、
「
幾
撞
」
を
「
壌
犠
し
て
い
、
「
暁
霜
を
待

い
」
を
「
満
築
の
霜
・
霜
丹
の
夜
」
、
「
麓
眠
の
人
」
を
「
一
人
」
、

「
合
歓
の
林
」
を
「
献
詠
」
、
「
是
れ
長
さ
に
あ
る
ず
」
を
つ
人
の

と
表
現
を
印
刷
侃
え
て
、
や
は
み
を
諾
寓
す

る。

張
詩
の
表
現
を
念
頭
に
置
い
不
郎
不
離
の
関
係
を
保

ち
な
が
ら
、
「
故
の
徐
州
刺
史
張
惜
の
愛
妓
跨
扮
に
代
っ
て
家
居
の
書

況
を
述
べ
〈
佐
久
節
「
語
義
U

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
男
性
の

297 

吋
和
漢
朗
詠
集
い
所
収
謄
詩
註
釈
槙
訂
(
十
四
〉
(
植
木
)

作

者

が

、

女

性

の

っ

て

異

性

へ

の

の
諜
失
感
・
非
充
足
感
)
を
歌
う
問
問
怨
詩
的
護
想
を
持
つ
c

が
永
遠
に
禽
え
江
い
死
者
で
為
る
粘
辻
、
通
常
の
鵠
怨
時

う
に
も
見
え
る
が
、
作
中
の
女
性
に
と
っ
て
は
、
警
象
の

く
と
も
心
構
的
に
は
ま
だ
生
存
し
護
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

「
燕
子
楼
に
箱
夜
の
丹
が
さ
え
わ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
喪
辻
、
そ
の
棲

に
濁
居
し
た
と
い
う
女
性
の
こ
が
思
い
出
さ
れ
て
眠
る
こ
と
が
で
き

な

い

」

云

々

新

諜

辻

、

大

き

な

誤

り

で

あ

ろ

う

。

夜
が
ふ
け
で
も
眠
れ
ぬ
跨
粉

に
「
燕
子
機
中
思
情
然
」

〈
特
に
愛
情

とむ
あ濁2
る白:
。を

思
わ
せ
る

ま足以

詩T
第 Vj

に
作
る
。
ま
た

「
燕
子
楼
前
清
月
疫
」
に
作

で
叢
生
し
又
で
る
る
。
「
一
霜
丹
」
は
一

般

に

つ

ま

り

寒

い

深

款

の

夜

の

、

一

平

和

の

よ

う

に

冴
え
わ
た
る
月
(
時
に
は
そ
の
拷
り
法
ぐ
冷
た
い
光
線
を
合
会
〉
を
指
す
こ

と
が
多
い
〈
も
ち
ろ
ん
、
各
の
場
合
も
あ
た
と
え
ば
鎖
宋
の
飽
照

『

秋

タ

ピ

〈

艶

匂

〉

前
掲
の

'
〉
。
、
B

細，九、

B
L
u
，

の
ご

の
「
散
漫
秋
雲
遠
、
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は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
白
詩
の
「
月
色
は
白
く
し
て
霜
に
似
た

り
」
(
「
秋
タ
」
巻
目
)
、
「
月
は
新
霜
の
色
を
帯
ぷ
」
(
「
酬
夢
得
霜
夜
封
月

見
懐
」
、
巻
目
、
後
集
巻
目
、
各
の
作
)
の
表
現
も
思
い
起
こ
さ
れ
て
よ
い
。

し
か
し
本
詩
の
「
霜
月
」
は
、
起
句
の
「
満
窓
の
明
月
満
簾
の
霜
」

を
承
け
て
、
霜
・
月
の
二
字
を
意
識
的
に
反
復
さ
せ
た
表
現
で
あ
る
た

め
、
富
然
「
霜
と
月
」
の
意
で
あ
る
。
従
っ
て
「
霜
月
の
夜
」
と
は
、

「
霜
繁
く
降
り
て
月
明
ら
か
な
る
夜
」
(
金
子
・
江
見
『
新
韓
』
)
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
白
詩
「
冬
夜
輿
銭
員
外
(
徽
)
同
直
禁
中
」
(
巻

5
)
の
、
「
夜
深
草
詔
罷
、
霜
月
凄
濠
濠
」
は
、
ど
ち
ら
の
解
樟
を
も

許
容
し
そ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
「
霜
の
ご
と
き
月
」
の
意
味
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
、
白
詩
「
内
に
贈
る
」
(
在
日
)
詩
に
い
う
、
「
月
明
に

封
ひ
て
往
時
を
思
ふ
莫
か
れ
、
君
が
顔
色
(
容
色
)
を
損
な
ひ
、
君
が

年
(
生
命
)
を
減
め
ん
」
と
。
柿
村
『
考
謹
』
が
一
句
の
謹
の
中
で
、

「
燕
子
棲
中
月
明
か
に
霜
直
え
た
る
夜
は
」
の
後
に
、
「
殊
に
往
時
の
事

ど
も
思
ひ
出
さ
れ
て
藤
ね
ら
れ
ず
」
の
語
を
補
足
し
て
い
る
の
は
、
き

わ
め
て
安
富
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
霜
は
中
園
の
古
典
詩
に
あ
っ
て
は
、
天
空
に
満
ち
わ
た
り
、

も
や

空
中
を
流
動
・
飛
散
す
る
白
い
策
、
と
感
賀
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

初
唐
の
張
若
虚
「
春
江
花
月
の
夜
」
の
「
空
裏
の
流
霜
(
月
光
の
白
さ

に
紛
れ
て
)
飛
ぶ
を
費
え
ず
」
や
、
中
唐
の
張
纏
「
楓
橋
夜
泊
」
詩
の

「
月
落
ち
烏
時
い
て
霜
天
に
満
つ
」
は
、

を
裏
付
け
る
。
古
い
惇
承
に
よ
れ
ば
、
霜
や
雪
を
つ
か
さ
ど
る
秋
の
女

神
青
女
(
青
香
玉
女
)
が
天
空
か
ら
降
ら
せ
る
の
だ
、
と
も
い
う
(
『
准

南
子
』
天
文
訓
)
。
杜
甫
の
「
秋
夜
五
首
」
其
四
に
、
「
飛
霜
は
青
女
に

任
す
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
霜
降
る
」
(
『
樟
記
』
月
令
篇
、
九
月
)

の
語
も
あ
る
。
詩
中
の
「
霜
月
の
夜
」
も
、
冷
や
や
か
な
月
の
光
と
霜

の
気
と
が
秋
の
高
い
夜
空
か
ら
、
時
に
は
交
錯
し
つ
つ
、
あ
た
り
一
面

に
白
々
と
降
り
注
い
で
や
ま
な
い
、
き
わ
め
て
動
的
な
光
景
な
の
で
あ

ろ
う
。
起
句
に
見
え
る
窓
や
簾
の
語
に
、
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
す
ぎ
で
は

な
る
ま
い
。

O
[秋
来
]
古
く
は
「
秋
来
っ
て
」
と
訓
讃
し
た
が
、
こ
の
「
来
」

は
す
で
に
貰
義
を
失
っ
て
、
「
訪
れ
る
」
意
味
を
持
た
な
い
。
ま
た
二

字
で
「
秋
に
な
っ
て
か
ら
、
秋
以
後
は
」
(
田
中
克
己
『
白
禦
天
』
)
の
意

味
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
来
は
、
今
来
・
朝
来
・
晩
来
・
夜
来
な
ど
の

来
と
同
様
に
、
時
間
を
表
す
名
詞
の
後
に
置
か
れ
た
助
字
(
名
詞
詞
尾
)
、

と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
「
秋
来
」
と
音
讃
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
夜
来

風
雨
聾
」
(
孟
浩
然
「
春
暁
」
)
、
「
朝
来
入
庭
樹
」
(
劉
再
錫
「
秋
風
引
」
)
、

「
春
潮
帯
雨
晩
来
急
」
(
章
雁
物
「
綜
州
西
澗
」
)
な
ど
は
、
こ
う
し
た
著

名
な
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
と
似
た
形
で
季
節
に
付
い
た
助
字
「
来
」
の

用
例
と
し
て
は
、
す
で
に
陳
の
江
穂
「
梅
花
落
」
詩
の
「
胡
地
少
春
来

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
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〈
吋
春
来
」
で
春
の
意
。
簿
外
の
地
に
は
春
が
誌
と
ん
ど
な
い
)
、
一
一

が
指
擁
さ
れ
て
い
る
が
、
自
持
「
東
選
を
想
ふ
五
十
韻
」
(
巻
訂
、
後
偽
情

巷
Q
U
)

の
「
幻
世
春
来
夢
、
津
生
水
上
渥
(
あ
わ
に
も
間
接
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
詩
の
「
秋
来
」
と
同
じ
舟
関
と
し
て
は
、
中
患
の
戴
叔
倫
「
九

ゆ

自
(
重
陽
節
〉
鴻
賜
の
李
丞
の
任
に
之
く
を
送
る
」
詩
の
「
濁
恨
治

波
侶
、
秋
来
別
故
人
」
、
晩
唐
の
黄
山
県
「
不
第
の
後
、
菊
を
賦
す
い
詩

の
「
待
到
秋
来
九
月
八
、
我
花
開
後
吉
花
殺
(
枯
死
す
る
)
」
、
社
建
鶴

「
肱
中
病
に
思
す
」
詩
の
「
秋
来
誰
科
病
相
紫
、
枕
上
、
心
揺
算
去
樫
い

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
普
代
、
こ
う
し
た
名
詞
語
阜
「
来
」

の
増
加
は
、
概
略
律
上
、
匂
中
の
一
一
・
四
・
六
字
自
の
節
奏
黙
(
リ
ズ
ム
・

ポ
イ
ン
ト
)
に
、
平
字
を
配
置
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ち
な
み

に
、
本
詩
の
秋
辻
、
中
躍
の
樽
統
的
な
季
節
感
、
い
わ
ゆ
る
「
悲
秋
」

そ
踏
ま
え
、
特
に
そ
の
長
い
夜
を
指
す
。
コ
ハ
注
」
に
「
下
侍
ハ
、
長

夜
コ
ノ
悲
ム
義
也
」
と
い
う
。

。
日
ハ
良
一
人
長
〕
こ
の
升
詰
「
馬
に
」
は
、
動
作
や
行
員
が
務

生
す
る
と
き
の
、
向
か
う
艶
象
を
指
し
、
「
封
」
「
向
い
〈
1
に
封
し
て
、

ー
に
向
か
っ
て
〉
に
近
い
尾
関
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
人
た
ち
が
皆
寝
静

ま
っ
た
時
刻
な
爪
り
に
、
昔
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
思
い
出
さ
れ
て
な
か
な

つ
け
ず
、
物
憂
き
秋
の
夜
は
、
わ
が
身
一
人
に
封
し
て
だ
け
、

し

い

よ

う

る

こ

と

を

い

う

の

こ
う
し
た

明
和
議
朗
一
部
集
』
所
設
藤
詩
注
釈
補
訂
(
十
四
)
(
撞
木
)

の
用
例
は
、
臨
調
明
「
桃
花
源
記
」
中
の
「
不
足
露
外
人
滋
也
」
が
、

特
に
有
名
で
あ
る
。
日
ハ
」
は
も
ち
ろ
ん
、
限
定
・
強
意
の
制
調
。
ち

な
み
に
、
孫
一
琴
安
吋
庸
人
七
紹
選
』
辻
、
コ
人
い
を
「
護
蔀
常
磐
躍

建
封
」
を
指
す
と
す
る
が
、
こ
の
設
に
は
従
い
が
た
い
c

お
そ
ら
く

「
矯
」
を
原
因
・
理
由
の
意
味
に
と
っ
た
た
め
の
謀
議
で
あ
ろ
う
。

。
〔
秋
来
・
:
:
ム
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
七
に
、
「
愁
ひ
多
く
し
て

夜
の
長
さ
を
知
る
」
と
あ
る
。
ま
た
本
り
少
し
早
く
作
ら
れ
た
友

人

元

種

の

「

解

秋

〈

秋

の

解

明

)

十

首

い

に

、

秋

非
我
麓
秋
」
と
あ
る
。
次
韻
し
た
張
詩

な
が
込
も
、
友
人
の
「
秋
辻
我
が
鶴
り

か
ん
で
、
そ
れ
を
巧
み

の
句
が
思
い

て
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ
ろ
う
c

-

二

四

一

禁

中

に

濁

り

直

し

て

月

に

封

す
。
一
冗
九
一
五
夜
中
薪
月
色
、
一
一
千
里
外
故
人
心
」

。
元
和
五
年
(
八
〉
)
八
丹
十
五
日
(
こ
の
年
は
秋
分
の
日
)
、
作
者

都
長
安
で
の
作
〈
詑
房
・
朱
・
王
場
開
維
)
。
京
兆
府
戸
商
回
参
車
・

南
宋
紹
興
本
は
、
詩
題
を
「
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中

」
に
作
る
が
、
し
ば
ち
く
北
宋
初
期
に
成
る
「
文

(
明
版
)
の
「
八
月
十
五
夜
、
禁
中
描
直
封
月
。

と
い
う
の
は
、
に
和
韻
(
用
韻
〉
し
た
元
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積
の
唱
和
詩
が
、
「
酬
築
天
八
月
十
五
夜
、
禁
中
濁
直
、
翫
月
見
寄
」

(
柴
天
の
八
月
十
五
夜
、
禁
中
に
濁
り
直
し
、
月
を
翫
で
て
寄
せ
ら
る
る
に
酬

ゆ
。
南
宋
刊
本
を
忠
貫
に
書
寓
し
た
明
の
楊
循
吉
に
よ
る
影
宋
紗
本
『
元
氏
長

慶
集
』
巻
十
七
所
取
)
と
題
す
る
。
つ
ま
り
、
「
十
五
日
夜
」
で
は
な
く

「
十
五
夜
」
に
作
り
、
「
憶
元
九
」
で
は
な
く
「
見
寄
」
と
あ
る
こ
と
。

こ
れ
と
き

②
十
世
紀
宇
ば
ご
ろ
、
大
江
維
時
(
八
八
八

1
九
六
三
一
)
が
編
纂
し
た
唐

代
七
言
詩
の
秀
句
集
「
千
載
佳
句
』
時
節
部
・
八
月
十
五
夜
(
鎌
倉
時

代
書
寓
の
古
紗
本
・
金
子
校
訂
本
)
に
、
「
八
月
十
五
夜
、
禁
中
封
月
、

寄
元
九
」
と
あ
る
。
③
大
江
匡
房
(
一

O
四一

1
一
一
一
一
)
の
言
談
を
、

藤
原
賓
兼
(
一

O
八
五

1
二
一
二
)
が
筆
録
し
た
「
江
談
抄
』
第
四
に

も
、
「
八
月
十
五
夜
、
禁
中
封
月
、
寄
元
九
」
に
作
る
。
④
『
貞
和
本

和
漢
朗
詠
集
』
に
、
「
八
月
十
五
夜
、
禁
中
濁
直
封
月
。
寄
元
九
」
と

題
す
る
た
め
で
あ
る
。
『
文
苑
英
華
』
の
「
寄
」
の
字
に
は
、
「
集
作
憶
」

の
校
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
集
」
は
、
南
宋
の
周
必
大
が
彰
叔

夏
に
「
文
苑
英
華
』
の
校
勘
を
命
じ
た
こ
ろ
の
『
白
氏
文
集
』
(
刊
本
)

を
指
し
、
現
存
の
紹
興
本
と
一
致
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
文
苑
英

華
』
自
身
が
擦
っ
た
北
宋
初
期
の
古
い
テ
キ
ス
ト
(
寓
本
)
に
は
、

「
寄
」
字
に
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
南
宋
版
「
八
月
十
五

日
夜
」
の
日
は
街
字
、
「
憶
元
九
」
は
「
寄
元
九
」
を
、
本
詩
の
内
容

に
印
し
て
改
嬰
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
岡
武
夫
「
白
居
易
』
が
本
詩

を
、
「
八
月
十
五
夜
、
禁
中
に
濁
り
直
し
て
月
に
封
す
。
元
九
に
寄
る
」

(
一
五
三
頁
)
と
題
す
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
う
し
た
校
勘
の
結
果
で

あ
ろ
う
(
た
だ
し
、
校
勘
の
経
緯
に
関
す
る
言
及
は
な
い
)
。

。
[
元
九
]
七
歳
年
下
の
元
積
を
、
親
し
み
を
こ
め
て
排
行
で
呼

ん
だ
も
の
。
元
横
は
本
詩
の
作
成
さ
れ
た
元
和
五
年
三
月
、
監
察
御
史

と
し
て
河
南
戸
房
式
の
不
法
を
巌
し
く
糾
弾
し
、
さ
ら
に
置
官
劉
士
元

と
紛
争
し
た
剛
直
さ
が
災
い
し
て
、
左
拾
遺
白
居
易
ら
の
耕
護
も
空
し

く
、
逢
か
な
長
江
の
ほ
と
り
、
江
陵
府
(
湖
北
省
荊
州
市
)
士
曹
参
軍

へ
と
左
遷
さ
れ
て
い
た
。
二
人
が
別
れ
て
後
、
初
め
て
迎
え
た
中
秋
名

月
の
夜
、
作
者
は
大
明
宮
内
の
翰
林
皐
士
院
の
中
で
、
た
だ
濁
り
宿
直

す
る
深
夜
、
秋
天
高
く
澄
み
わ
た
る
満
月
を
見
つ
め
つ
つ
、
元
横
を
思

い
や
っ
て
本
詩
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

。
[
禁
中
濁
直
]
「
禁
中
」
(
宮
中
)
は
本
詩
第
二
句
に
「
濁
宿
相

思
在
翰
林
」
と
歌
わ
れ
る
、
都
城
の
東
北
部
に
突
き
出
た
大
明
宮
内
の

翰
林
院
(
通
橋
)
、
正
式
に
は
翰
林
聖
士
院
を
指
す
。
こ
の
翰
林
聖
士

院
(
天
子
に
直
属
す
る
私
的
諮
問
機
関
)
は
、
じ
つ
は
濁
立
し
た
官
署
で

は
な
く
、
車
に
執
務
す
る
場
所
に
過
ぎ
な
い
。
中
書
省
に
属
す
る
と
も

記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
諜
り
で
あ
る
。
大
明
宮
内
の
翰
林
院
(
天
子
の

趣
味
・
教
養
な
ど
の
お
相
手
を
つ
と
め
る
、
書
・
書
一
・
棋
・
醤
術
な
ど
に
秀
で

た
者
た
ち
が
翰
林
待
詔
と
し
て
召
さ
れ
る
場
所
。
そ
れ
に
隣
接
す
る
「
待
詔
居
」



が
彼
ち
の
た
ま
り
場
で
あ
ろ
う
)
と
、
そ
の
南
に
開
一
疋
一
(
七
三
八
)

分
離
・
麓
立
し
た
翰
林
事
士
院
の
位
闘
は
、
今
日
な
お
未
確
定
の
よ
う

で
あ
る
。
一
部
の
護
揺
調
査
に
よ
っ
て
大
明
宮
西
の
爽
城
(
籍
撃
に
爽

ま
れ
た
所
)
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
も
さ
れ
た
が
、
ま
だ
確
定
の
域

に
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
湾
代
以
来
の
文
載
に
撲
れ
ば
、
大

明
宮
の
北
竿
を
占
め
る
内
廷
(
内
朝
)
内
の
西
側
に
寵
か
れ
た
麟
譲
殿

(
品
目
尚
一
族
や
皇
張
、
外
躍
の
槙
欝
と
の
語
曾
、
盛
大
な
話
中
の
宴
曾
な
ど
に
用
い

ち
れ
た
、
社
題
な
宮
殿
。
そ
の
位
罷
は
薙
定
)
の
酉
に
位
議
し
て
い
た
。
そ

こ
は
爽
域
内
と
は
近
い
も
の
の
、
大
明
宮
内
な
の
で
あ
る
。

せ
ん

ち
な
み
に
翰
林
事
士
錠
は
、
「
花
碍
道
」
に
よ
っ
て
鴎
蝶
五
開
(
五

部
屋
)
と
北
露
五
開
に
分
か
れ
、
翰
林
撃
士
一
承
旨
〈
翰
林
皐
士
院
の
錠
長
)

の
執
務
室
「
棋
旨
顎
(
院
・
臨
)
」
は
、
北
躍
の
東
端
に
霊
か
れ
て
い
た
。

白
居
易
は
翰
林
事
士
め
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
最
旨
関
を
除
く

部
濯
の
一
つ
を
、
専
用
の
執
務
室
と
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

翰
林
事
士
は
宿
護
制
度
を
主
託
職
務
方
式
と
し
、
車
識
で
皇
膏
に
直
樹
濁

し
て
、
持
相
大
臣
の
任
克
、
大
赦
の
務
布
、
笹
伐
な
ど
軍
事
関
係
の
重

要
な
詔
敷
安
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
皇
帝
の
諮
問
に
答
え
、
身
議
に
侍

従
す
る
こ
と
を
慈
し
て
、
政
築
の
決
定
に
も
大
き
な
影
響
を
興
え
た
の

で
あ
る
。
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。[一

五
夜
中
・
・
・
〕

」
の
著
名
な
鎮
聯
は
、
到
鵠
さ
れ
た
内
容

吋
和
謀
関
誌
集
』
所
収
藤
詩
へ
注
釈
補
訂
(
十
四
〉
〈
植
木
)

(
離
念
)
が
相
互
に
明
確
に
艶
臆
す
る
的
明
射
の
典
型
で
あ
り
、

乾
離
部
は
「
本
部
〕
〔
質
朴
自
然
〕
の
語
な
る
も
、
麗
射
〔
封
句
〕
却
っ
て

極
め
て
工
み
な
り
」
(
言
明
宋
詩
醇
』
巻
二
一
ニ
)
と
評
す
る
c

「
一
一
一
五
」
は
、

す
で
に
姉
村
『
考
護
い
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
漢
の
「
古
詩
十
九

首
い
其
十
七
山
文
選
』
程
一
一
九
)
の
、
「
一
一
一
五
明
月
議
ち
、
四
五
(
二

せ

ん

と

十
日
)
穣
免
(
月
の
異
名
。
月
中
に
住
む
と
い
う
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ウ
サ
ギ
に
基

づ
く
呼
構
)
訣
く
い
以
来
の
表
現
切
で
あ
る
。
本
聯
の
務
想
に
は
、
南
朝
・

宋
の
鰻
照
の
「
三
五
一
一
八
(
十
六
疫
)
の
持
、
千
里
君
(
遠
く
離
れ

た
友
人
)
と
同
じ
う
せ
ん
L

(

「
月
を
域
間
門
の
解
中
〈
官
舎
)
に
龍
づ
」
、

吋
文
選
』
春
一
一
一
十
)
や
、
間
じ
時
期
の
諜
荘
「
月
の
賦
」

Q
文
選
』
袋
十

一
一
一
)
の
、
「
美
人
(
患
慕
す
る
人
〉
遁
き
て
音
鰹
(
た
よ
り
)
諜
け
、
千
里

を
騒
て
て
明
月
を
共
に
す
い
な
ど
が
、
影
響
を
輿
え
て
い
よ
う
。

。
〔
薪
月
考
)
従
来
、
本
詩
の
「
新
月
い
は
、
告
東
方
か
ら
の
ぼ

り
始
め
た
(
あ
る
い
誌
、
出
た
ば
か
り
の
〉
丹
、
争
講
新
な
輝
き
を
持
つ

月
、
③
舎
と
②
を
合
わ
せ
て
、
東
の
空
に
出
た
ば
か
り
の
、
大
き
く
明

る
い
丹
、
と
考
え
ち
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
詩
語
「
新
月
」
は
、
「
徴

月
(
光
の
か
す
か
な
丹
)
の
初
め
て
生
ず
る
な
り
」
(
『
江
談
抄
』
第
陪
〉

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
鞍
に
「
拐
月
」
と
同
機
に
、
普
麿
(
太
怠

太
陽
暫
)
二

i
四
日
前
後
の
総
長
い
一
一
一
日
丹
を
指
す
。
た
と
え
ば
韓
愈

み
が欝

き
し
鎌
に
川
似
た
り
い
(
「
挽
寄
張
十
八
艶
教
〈
籍
)
自

「
新
丹

の



「
新
月
一
(
「
秋
寄
徴
之
十
三
韻
」
巷
弘
、
後
築
審
?
〉
な

ど
は
、
こ
の
例
で
あ
る
。
孟
浩
然
の
「
出
郷
七
夕
」
詩
の
「
新
月
始

め
て
秋
に
詣
む
」
の
例
は
、
鶴
轄
で
辻
月
齢
と
暦
口
u
と
が
迂
ぽ
一
致
す

る
た
め
、
在
竿
分
の
敏
け
た
、
小
平
月
に
近
い
上
弦
の
月
〈
正
午
前
後
に

の
ぼ
り
、
夕
刻
時
に
南
中
す
る
)
で
る
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
練
の

江
嬢
「
秋
の
日
、
農
州
域
の
需
棲
に
登
る
い
詩
に
も
、
「
新
月
学
輪

空
し
い
と
あ
る
。
寺
、
り
に
中
唐
の
銭
超
「
九
は
は
〈
重
陽
節
)
田
舎
」
詩

に
も
、
「
浮
一
中
一
一
四
嘆
鳥
飛
将
議
、
始
達
青
出
新
月
前
」
と
あ
り
、
九
告
の

月
を
も
新
月
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
新
月
」

は

、

「

初

月

」

と

は

異

な

っ

て

、

の

、

九

日

の

月

ま

で

は
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
与
し
い
。
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の

と
こ
ろ
で
本
詩
(
自
詩
)
の
「
新
月
」
培
、
明
ら
か
に
三
五
喪
(
十

五
夜
)
の
満
月
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
日
同
ぼ
白
波
と
と
も
に
天
空
に
の

ぼ
り
始
め
、
ぼ
の
出
と
と
も
に
沈
み
ゆ
く
た
め
、
夜
が
し
だ
い
に
更
け

ゆ
く
「
鐘
議
深
し
」
〈
第
六
匂
)
の
状
況
下
に
あ
っ
て
辻
、
議
論
の
う
ち

め
「
寺
東
方
か
ら
の
ぼ
り
始
め
た
(
あ
る
い
は
、
出
た
ば
か
り
の
)
月
い

で
は
解
縛
し
が
た
く
な
る
。

こ
う
し
た
解
欝
上
の
難
聞
に
射
し
て

(
一
)
「
文
字
の
斡
と
観
念
の
封
」
の
捺

鈴
木
虎
雄
は
「
豹
軒
詩
話
」

下

の

コ

ら

は

「
新
「
故
人
心
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
う
い
う
。

出
た
て
の
月
を
新
月
と
い
へ
ぬ
こ
と
は
な
い
に
し
て
ふ
新
月
と

い
へ
ば
…
一
一
日
月
を
稽
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
習
留
が
あ
り
、
又
た

よ

ふ

け

同
じ
詩
に
浴
殿
東
顕
鐘
揖
深
と
あ
る
か
ら
に
は
夜
、
深
の
月
で
る
っ
て

出
た
て
の
月
で
は
な
い
。

と
。
「
序
説
!
中
幽
古
輿
詩
の
構
成
」
〈
間
縄
ヱ
ヤ
盛
古
典
詩
叢

一
九
六
九
年
)
辻
、
こ
の
鈴
木
説
を
求
け
こ
う
い

考
』
勤
草
書
携
、

，っ。
封
句
の
一
(
封
句
の
一
方
が
讃
み
が
た
い
場
合
に
は
、
そ
れ

と
射
す
る
部
分
を
参
燕
す
れ
ば
謹
み
や
す
く
な
る
こ
と
:
・
引
用
者
詮
)
に
ひ

か
れ
る
た
め
に
、
い
ま
ひ
ろ
く
誤
護
が
行
わ
れ
て
い
る
c

「
中
秋
明

月
の
夜
、
さ
し
出
た
ば
か
り
の
月
の
色
」
と
解
轄
す
る
の
が
通
説
の

よ
う
で
る
る
が
、
そ
れ
辻
「
故
人
!
心
」
と
い
う
ま
と
ま
り
に
封
し

て
、
「
新
月
i
!
色
」
と
い
う
ま
と
ま
り
が
い
か
に
も
考
え
易
い
と
こ

ろ
か
ら
来
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
「
喪
中
い
と
い
う
語
が
夜
学
を

あ
ら
わ
し
て
お
り
、
ま
た
持
の
次
の
務
に
は
「
錨
漏
l

深
」
(
夜
も

更
け
た
〉
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
中
秩
名
月
(
構
月
)
が
、
夜
竿
に
お
い
て

さ
し
出
た
ば
か
り
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
天
文
事
上
の
輿
嚇
臓
を
犯
す

も
は
な
誌
だ
し
い
。
こ
の
艶
は
「
新
l

月
色
」
(
す
み
切
っ
た
i
丹
の

光
)
と
「
故
人
l

心
い
(
わ
が
友
の
こ
こ
ろ
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。



と
。
こ
の

で
あ
る
こ

0) 

の

前
掲
の
鈴
木
説
を
捕
強
し
て
い
る
。

同
じ
吋
中
園
古
興
詩
叢
考
』
に
牧
め
る
吉
田
喜
久
子
「
一
一
一
五
夜
中
新

月
色
、
二
千
里
外
故
人
心

i
白
居
易
の
禁
中
麓
直
詩
」
も
、
同
援
の
観
粘

か
ら
、
「
今
育
、
中
秋
明
丹
の
夜
も
は
や
宇
ば
、
秩
空
高
く
、
さ
わ
や

か
に
輝
く
満
丹
む
色
を
毘
る
に
つ
け
、
・
:
」
(
捧
駐
は
間
引
用
者
)
と
謹
し
、

さ
ら
に
補
足
説
明
を
加
え
る
。

十
品
、

さ
え
わ
た

り

、

「

新

し

い

で

あ

る

と

解

く

こ

と

が

、

も

と

よ

で

あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
新
月
は
夜
竿
の
月
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
現

に
「
一
二
五
夜
中
」
の
夜
中
と
は
喪
宇
を
い
う
こ
と
ば
で
る
る
。
漏
月

む
夜
の
そ
れ
は
す
で
に
+
南
中
し
て
い
る
。

そ
し
て
院
籍
の
有
名
な
「
詠
棲
詩
」
中
の
「
夜
中

て、

お
む謀

る
能
は
ず
」
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で
は
な
い
が
、

だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
詩
の
第
一
切
「
銀
肇
金
関
タ
沈
詑
〈
夜
が
静

か
に
更
け
ゆ
く
さ
ま
こ
と
の
呼
嬢
関
係
を
考
え
て
も
、
こ
の
「
喪
中
」

は
夜
の
浅
い
時
間
帯
で
は
な
か
ろ
う
。

吉
田
論
文
は
、
さ
ち
に
「
新
月
主
」
の

に
つ
い
て
も
、
開
じ
者

力
相
模
朗
詠
集
』
所
設
護
持
註
釈
補
訂
(
十
四
)
〈
植
木
)

の

匂

(

群

)

翰

林

護

産

、

封
語
草
丹
:
乙
の
、
「
酷
色
分
明
襲
爵
替
、
清
光
深
到
九
門
関
」
を
引

い
て
、
あ
ざ
や
か
に
冴
え
わ
た
る
足
の
光
を
形
容
す
る
「
結
急
」
と

「
清
光
」
と
が
封
文
同
義
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
新
丹
色
」

の
色
辻
、
「
透
明
の
光
り
」
、
ら
ば
さ
え
わ
た
っ
た
し
ろ
が
ね
の

の

い

た

の

は
、
じ
つ
は
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
初

唐
の
一
軒
譲
年
間
(
七
O
五
1
七
O
七
)
に
或
る
崖
液
の
有
名
な
「
上
一
冗
の

市
民
(
正
月
十
五
日
の
燈
寵
祭
り
)
六
言
」
其
三
に
、
「
靖
鵠
棲
前
新
月
議
、

蔵

皇

(

患

)

と

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

十

五

夜

の

掲

月

を

と
こ
λJ

の
歌
」
む

瞬
・
新
携
も
「
新
丹
」

な
り
い
と
あ
る
。

の
「
新
線
又
終
灘
、
故
郷
膿
漸
議
」
、
議
附

「
雌
畑
如
憲
新
嬉
謀
、
内
外
沙
平
草
牙
短
」
の
薪

の
類
語
で
あ
り
、
ほ
ほ
同
じ
表
現
と
考
え
て
よ

」
の
「
新
丹
満
」
と
関
連
し
て
興
味
探
い
の
は
、
本
詩
よ
り
十
年
ほ
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ど
後
に
作
ら
れ
た
白
詩
「
客
中
の
月
」
(
巻
士
一
)
の
、
「
暁
随
残
月
行
、

夕
興
新
月
宿
(
暁
に
残
月
に
随
い
て
行
き
、
夕
、
べ
に
新
月
と
興
に
宿
る
)
」
で

あ
る
。
月
初
め
の
三
日
月
は
夜
宇
を
待
た
ず
に
沈
み
ゆ
き
、
下
弦
を
過

ぎ
た
月
末
の
月
は
夜
明
け
、
し
ば
ら
く
有
明
月
に
な
っ
た
後
消
え
て
い

く
。
従
っ
て
こ
の
一
聯
は
、
藤
先
の
あ
る
一
日
の
夕
暮
れ
と
翌
日
の
未

明
を
描
寓
し
た
も
の
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
詩
中
の
新
月
と
残

月
は
、
通
常
の
用
例
よ
り
も
贋
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
浸
時

に
月
の
姿
が
見
え
る
の
は
、
陰
暦
二
、
三
日
以
降
、
日
浸
と
と
も
に
の

ぼ
り
ゆ
く
十
五
日
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。
詩
中
で
は
こ
れ
を
新
月
と
呼
ん

で
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
十
五
夜
の
満
月
の
後
、
日
ご
と
に
残
け
て

光
も
薄
れ
て
ゆ
き
、
月
の
出
自
韓
も
日
浸
よ
り
も
日
ご
と
に
遅
れ
て
、

二
十
一
日
以
降
に
な
る
と
、
明
け
方
の
東
の
空
に
有
明
月
と
な
る
。
こ

れ
を
残
月
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
贋
義
の
「
新
月
」
は
、
「
新
月

満
つ
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
違
和
感
は
な
い
。
つ
ま
り
新
月
は
、
日
ご
と

に
衰
え
ゆ
く
「
残
月
」
と
は
逆
に
、
日
を
追
っ
て
大
き
く
明
る
く
成
長

す
る
、
生
命
力
に
満
ち
た
月
|
|
二
、
三
日
か
ら
十
五
日
に
到
る
一
月

前
宇
の
月
ー
ー
を
贋
く
指
し
て
い
る
。
か
く
し
て
「
新
」
字
に
は
、
従

来
の
「
生
ま
れ
た
て
の
月
」
の
意
味
の
上
に
、
さ
ら
に
「
日
を
追
っ
て

輝
き
を
増
す
清
新
さ
」
の
意
味
を
も
強
く
た
た
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
新
月
と
初
月
は
本
来
、
一
種
の
類
義
語
で
あ
っ
た

が
、
意
味
上
大
き
な
隔
た
り
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
基

本
的
に
三
日
月
の
意
味
に
と
ど
ま
る
初
月
と
、
そ
れ
を
遥
か
に
越
え
て
、

満
月
ま
で
も
指
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
月
と
の
相
違
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
晩
唐
の
乾
符
四
年
(
八
七
七
)
秋
の
京
兆
府
試
に
出
題
さ

れ
た
試
帖
詩
は
、
「
残
月
如
新
月
(
残
月
は
新
月
の
如
し
)
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
詩
題
の
出
所
は
、
お
そ
ら
く
六
朝
末
の
庚
信
「
詠
懐
に
擬
す
二
十

七
首
」
其
十
八
の
、
「
残
月
は
初
月
の
如
く
、
新
秋
は
奮
秋
に
似
た
り
」

で
あ
ろ
う
。
月
末
の
残
月
は
月
初
め
の
初
月
(
生
ま
れ
た
て
の
月
)
と
、

残
敏
し
て
不
完
全
な
貼
で
ほ
ぼ
同
じ
な
の
だ
、
と
。

こ
の
初
月
を
新
月
に
置
き
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
月
と
残
月
は
、

満
月
を
境
に
、
前
宇
の
明
る
く
大
き
く
な
り
績
け
る
新
月
と
、
日
ご
と

に
敏
け
て
暗
く
な
り
ゆ
く
残
月
と
を
慶
く
指
す
言
葉
に
な
っ
た
。
福
島

久
雄
は
『
孔
子
の
見
た
星
空
|
古
典
詩
文
の
星
を
讃
む
』
の
な
か
で
、

「
重
の
月
が
夕
方
輝
き
を
増
す
こ
と
を
『
奮
月
』
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
輝

い
て
新
た
に
出
た
月
を
『
新
月
』
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
し

か
し
奮
月
と
言
え
ば
、
通
常
「
か
つ
て
見
た
月
」
「
以
前
と
嬰
わ
ら
ぬ

月
」
を
意
味
し
、
そ
う
し
た
意
味
の
用
例
が
な
い
こ
と
は
、
そ
の
説
が

車
な
る
思
い
つ
き
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

新
月
は
嘗
初
、
初
月
と
ほ
ぼ
同
意
に
用
い
ら
れ
た
が
、
や
が
て
南
朝
・

梁
の
飽
泉
の
詩
(
「
奉
和
湘
東
王
春
日
詩
」
)
に
、
「
新
花
満
新
樹
、
新
月



題
薪
輝
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
薪
」
の
夜
ご
と
に

明
る
く
な
る
靖
新
な
月
の
光
を
も
指
す
よ
う
に
な
り
、
残
月
と
封
す
る

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、

え
て
、

提

で
は
な
く
「
新
;
月
色
」
の

る
特
殊
な
ケ

i
ス
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の
封
と
観
念
の

な
す
鈴
木
与
の
説
は
、
再
考
を
要
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん

う
言
葉
詰
あ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
特
殊
な
軒
句
の
用
例
と
し

る
必
要
は
な
く
、
新
月
は
、
そ
の
語
義
の
賞
、
か
り
の
ま
ま
に
、
こ
の

合
は
問
中
に
、
そ
れ
が
最
高
潮
に
遣
し
て
識
ち
足
り
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

羅
竹
嵐
主
編
吋
漢
語
大
詔
典
』
第
六
冊
(
一

O
六
六
頁
)
は
、
薪
月
に

射
し
て
、
「
号
農
麿
諒
月
初
出
的
轡
形
的
丹
亮
」
「
多
農
轄
月
議
十
五
日

新
満
的
月
一
先
」
な
ど
の
意
味
を
記
し
、
②
の
用
例
と
し
て
自
詩
の
本
例

を
引
く
。
②
の
鰐
の
新
を
「
謝
ち
た
ば
か
り
の
月
」
と
見
な
す
解
韓
は
、

再
考
を
要
し
よ
う
。
こ
の
お
舎
は
、
い
わ
ば
本
義
と
引
申
義
の
関
孫
に

あ
り
、
大
き
く
一
括
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

本
詩
の
二
年
前
(
元
和
八
年
)
の
八
月
十
五
日
(
か
そ
れ
に
近
い
頃
〉

に
成
る
白
詩
「
期
締
憾
の
韓
に
致
う
詩
十
六
首
」
其
六
(
巻
5
)
の
な
か

に
も
、
「
園
間
新
晴
月
、
林
外
生
自
輪
。
・
:
及
針
新
丹
也
、
不
酔
亦
愁

人
」
〈
新
月
の
色
に
射
す
る
に
設
び
、
酔
は
ず
ん
ば
亦
た
人
各
愁
へ
し
む
〉
一
五
々

と
あ
る
。
さ
ら
に
其
八
に
も
、
「
者
人
勿
濠
語
、

且
待
新
月
華
」
(
老
人

設
相
漢
蕗
詠
集
い
所
収
境
持
注
釈
補
訂
(
十
四
)
〈
植
木
)

て

に

起

つ

勿

れ

、

と

い

う

。

同

じ

謁

丹

(

か

そ

れ
に
近
い
丸
い
月
)
に
用
い
ち
れ
た
、
こ
の
二
倒
的
も
、
強
い
て
「
新

月
色
」
「
新
丹
華
」
と
提
え
る
必
要
は
わ
ゆ
く
、
立
野
春
節
和
刻
本
や

佐
久
蔀
諜
注
本
な
ど
の
ご
と
く
、
「
新
丹
の
色
」
「
新
月
の
華
」
と
割
譲

し
て
よ
い
窃
ち
な
み
に
菅
原
道
関
「
正
月
十
六
日
、
宮
妓
の
搭
歌
を
憶

ふ
」
詩
(
『
菅
家
文
革
』
巻
目
〉
の
、
「
此
夜
襲
同
新
丹
色
、
他
郷
不
似
蕎

年
心
」
も
、
「
新
月
の
色
」
と
捉
え
て
よ
い
。
十
六
夜
月
を
「
新
月
」

と
呼
ん
だ
特
殊
な
現
例
で
は
あ
る
が
、
一
一
一
十
E
で
終
わ
る
大
の
丹
で
は

十
六
吾
、
二
十
九
日
で
絡
わ
る
小
の
月
で
は
十
五
日
が
、
望
〈
満
月
)

と
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
特
に
開
題
視
す
る
に
値
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
東
の
空
に
出
た
ば
か
り
の
月
。
大

き
く
、
そ
し
て
明
る
い
」
や
、
引
の
自
詩
「
一
一
一
丹
三
日
毅
模
」
(
略
題
。

巻
お
、
後
築
巻
日
)
中
の
「
新
月
」
に
封
す
る
注
「
出
た
ば
か
り
の
月
。

光
の
あ
ざ
や
か
さ
を
い
う
。
月
齢
に
は
関
孫
し
な
い
。
弦
月
に
も
調
丹

に
も
い
う
」
と
説
明
す
る
卒
関
武
夫
の
解
鱒
は
、
注
目
す
べ
き
設
で
は

あ
る
が
、
者
千
修
正
が
必
要
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
丹
初
め
、
再
び
誕

生
し
始
め
た
ば
か
り
、
と
い
う
薪
の
本
義
を
考
憲
せ
ず
、
東
の
・
2
(あ

る
い
は
天
空
に
〉
出
た
ば
か
り
、
と
い
う
意
味
に
提
え
る
こ
と
で
あ
る
の

ま
た
丹
齢
に
関
孫
し
な
い
と
い
う
匙
も
、
新
月
が
通
常
一
丹
後
竿
の
足

を
指
さ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
さ
さ
か
疑
問
に
な
る
。
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も
か
つ
て
平
岡
説
と
同
様
に
記
し
た
こ
と
が
あ
り
、
や
は
り
若
干
の
修

正
を
必
要
と
す
る
。
新
月
は
本
来
、
初
月
と
同
様
に
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
三
日
月
を
指
し
た
が
、
の
ち
に
新
の
字
が
、
日
ご
と
に
輝
き
を
増

す
月
光
の
、
み
ず
み
ず
し
い
明
る
さ
を
も
指
す
よ
う
に
な
り
、
満
月
に

成
長
す
る
査
過
程
の
月
を
呼
べ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
つ
い
に
「
新
月

満
つ
」
の
表
現
を
生
ん
だ
の
だ
。
そ
し
て
「
満
つ
」
の
字
を
伴
わ
ず
に

「
新
月
」
の
語
で
直
接
満
月
を
指
す
白
詩
の
三
例
は
、
唐
詩
の
世
界
で

も
、
き
わ
め
て
斬
新
な
表
現
で
あ
っ
た
、
と
。

こ
の
新
月
と
同
様
に
物
議
を
醸
し
た
言
葉
に
、
王
之
換
「
鶴
鵠
棲
に

登
る
」
詩
の
「
白
日
」
が
あ
る
。
こ
の
白
日
に
封
し
て
、
清
水
茂
は

「
『
白
日
』
の
解
樟
」
の
中
で
こ
う
い
う
(
要
約
)
。

白
日
は
朝
・
董
・
晩
の
、
ど
の
太
陽
を
も
指
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

白
日
の
白
は
、
黄
鳥
・
玄
鳥
・
朱
鳥
・
青
鳥
な
ど
と
匝
別
す
る
耕
別

的
機
能
を
持
っ
た
白
鳥
の
白
で
は
な
く
、
白
銀
・
白
鷺
・
白
雪
な
ど

と
同
様
に
、
修
飾
さ
れ
る
名
詞
の
特
性
を
強
調
す
る
場
合
(
元
来
、

「
白
い
」
特
性
を
持
つ
も
の
に
白
の
字
を
つ
け
た
も
の
)
の
用
例
に
属
す
る
。

そ
し
て
そ
の
言
葉
が
常
用
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
「
白
」
の
字
が
持
つ

意
味
(
明
る
い
、
輝
く
)
は
減
少
し
、
余
分
の
言
葉
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
(
た
だ
し
、
あ
る
種
の
連
想
や
陰
影
は
伴
う
)
。
こ
う
し
た
余
分

な
言
葉
は
、
字
数
の
定
ま
っ
た
定
型
詩
を
作
成
す
る
場
合
に
は
必
要

な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
「
輝
く
太
陽
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
輝
く
太
陽
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
、
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。

新
月
が
初
月
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
新
の
字
が
修
飾
さ
れ
る
名
詞

「
月
」
の
特
性
を
強
調
し
た
形
容
詞
と
し
て
も
捉
え
う
る
、
と
い
う
貼

で
あ
る
。
新
月
が
満
月
を
も
指
し
え
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
で
、
「
十
五
夜
ノ
新
月
ト
ハ
、
殊
-
一
新
ナ
ル
ヲ
云
也
」
(
園
曾

園
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』
一
二
)
、
「
新
月
ノ
色
ト
ハ
、
常
ノ
光
リ
ニ
替
テ
、

ア
ラ
タ
ナ
ル
光
リ
ト
云
義
也
」
(
『
偲
名
注
』
)
な
ど
の
古
注
は
、
中
秋
の

名
月
の
特
徴
を
い
さ
さ
か
強
調
し
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね

安
富
で
あ
ろ
う
。
「
新
に
出
で
た
る
月
」
(
柿
村
『
考
謹
』
)
「
出
た
ば
か

り
の
月
」
(
高
木
正
一
『
白
居
易
』
下
)
な
ど
と
す
る
解
説
は
、
や
は
り

改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
[
二
千
里
]
「
故
人
」
(
嘗
友
)
元
積
の
左
遷
さ
れ
た
江
陵
は
、

都
長
安
の
「
東
南
一
千
七
百
三
十
里
」
(
『
嘗
唐
書
』
巻
三
九
、
地
理
志
)

の
か
な
た
に
あ
っ
た
。
平
岡
武
夫
『
白
居
易
』
(
一
五
一
頁
)
に
い
う
、

「
こ
の
唐
の
里
敷
を
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る
よ
り
前
に
、
私
た
ち
は

『
千
里
別
る
』
『
千
里
隔
た
る
』
と
い
う
詩
語
が
あ
る
こ
と
を
思
う
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
は
遠
く
遠
く
隔
た
る
所
、
月
の
光
だ
け
が
隻
方
の
人
を

結
び
つ
け
る
所
を
い
う
」
と
。
白
居
易
は
別
の
詩
「
自
ら
拙
什
を
吟
ず
。



困
り
て
懐
ふ
所
有
り
い
(
巻
8
、
元
和
七
年
の
作
)
の
な
か
で
も
、
江
陵

府
に
識
窟
さ
れ
た
元
穫
を
、
〔
椙
…
千
里
、

遠
け
れ
ば
知
ら
ず
」
と
歌
う
。

こ
ん
」

~.ì 

〈

1
)

議
場
出
版
一
駐
、
九
九
八
年
。

津
崎
久
和
「
劉
志
向
錫
「
迭
春
出
」
一
首
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
吋
中
圏
中
世

文
撃
研
究
四
十
府
年
記
念
論
文
集
』
白
帝
ベ
獄
、
一
一

0
0
一
年
所
数
〉
は
、

つ
苅
和
十
年
、
一
変
か
ら
秋
に
か
け
て
、
長
安
で
の
作
」
と
し
て
、
最
も

可
能
性
の
高
い
春
に
言
及
し
な
い
。

(
3〉
吉
く
は
張
鵠
の
父
、
接
建
封
を
指
す
と
考
え
ら
れ
た
が
、
掲
宋
の
陳

議
孫
「
白
文
公
年
譜
」
(
迂
立
名
『
自
香
山
一
詩
集
』
所
牧
〉
の
考
讃
以

来
、
子
の
張
情
に
訂
正
大
同
れ
た
。

(

4

a

)

冨
立
公
文
書
舘
〈
内
語
文
庫
〉
ぷ
所
詩
賦
す
る
吋
重
紗
管
見
抄
』
に
は
、

「
燕
子
棲
」
詩
の
平
文
と
第
一
首
の
み
を
牧
め
、
紛
を
時
に
作
る
が
、

時
は
宋
版
む
崎
の

mm学
で
あ
る
〈
強
議
泉
「
教
組
内
治
{
子
研
究
』
上
海
教

育
出
版
一
世
、
一
九
九
六
年
務
照
)
。
粉
粉
・
関
岡
は
、
宋
代
混
用
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
豆
来
日
紛
た
り
い
(
「
詩
軽
い
鮪
風
「
領
人
」
)
の
語

へ
の
連
想
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
、
ひ
と
ま
ず
紛
紛
の
字
に
従
う
。
張
坑

石
去
エ
麿
持
作
者
索
引
い
〈
中
華
審
問
、
一
九
八
三
年
)
も
、
「
接
其
名

文
意
、
護
作
扮
勝
鶏
是
」
と
い
う
。
ち
な
み
に
紛
紛
の
名
は
、

'B詩
に
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『
和
議
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
住
釈
諦
訂
(
十
問
〉
(
植
木
〉

繍
い
て
、
五
代
の
章
設
編
吋
才
語
集
い
巻
十
に
牧
め
る
一
首
〈
じ
つ
は

張
仲
素
「
燕
子
捜
」
持
第
一
言
)
の
作
者
と
し
て
見
え
、
鰐
時
に
作
る
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
場
紛
の
彰
設
で
あ
ろ
う
。
勝
紛
の
姓
は
一
般
に
躍

と
さ
れ
る
が
、
そ
の
論
接
試
未
詳
。
明
の
郎
現
吋
七
修
類
稿
い
巻
三
六
、

燕
?
?
J

楼
の
僚
に
は
、
「
姓
瞬
、
或
日
許
」
と
あ
る
。

原
文
は
「
僅
一
紀
突
」
。
こ
の
様
は
「
廷
と
ん
ど
:
:
:
に
議
し
よ
う

と
し
て
い
る
」
〈
幾
乎
、
差
不
多
達
制
判
)
の
意
で
、
む
し
ろ
多
い
こ
と

を
い
う
用
例
。
経
っ
て
佐
久
範
・
田
中
克
己
・
諸
問
問
吉
ら
の
訓
「
わ
づ

か
に
い
に
は
従
わ
な
い
。
こ
う
し
た
僅
は
、
了
設
に
「
近
の
同
音
通
報
」

で
あ
る
と
も
い
う
(
董
忠
麹
吋
中
醤
文
献
語
言
論
叢
』
芭
簡
裁
悶
社
、
ニ

0
0
0年
)
。
た
だ
し
『
重
鈴
管
見
抄
』
に
は
、
葎
を
鈴
に
作
る
。
こ

の
鈴
は
敷
誌
の
前
(
通
常
は
後
)
に
闘
か
れ
て
余
数
を
あ
ら
わ
す
用
問

(
江
藍
生
・
曹
襲
瀬
古
勝
五
代
語
言
詞
典
』
上
海
教
育
出
版
祉
、
一
九

九
七
年
)
と
考
え
る
れ
る
が
、
自
居
易
の
鱒
記
や
作
品
の
作
成
年
代
上
、

謹
{
子
に
劣
る
よ
う
で
あ
る
。
僅
の
意
味
を
正
確
に
つ
か
み
か
ね
て
改
饗

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
6〉
「
績
之
い
に
も
作
る
が
、
誤
り
。
ま
た
「
繕
之
」
と
も
響
く
。
婚
と

績
は
音
通
。

(
7〉
吋
一
重
診
管
見
抄
』
に
は
懇
麓
に
作
る
。

〈

8
)
『
章
一
紗
昔
見
抄
い

ζ

は
詰
を
結
に
謀
る
。

(

Q

V

)

張
仲
素
の
簿
記
は
、
古
胸
才
子
簿
校
築
』
巻
五
〈
第
二
冊
)
張
仲
素

の
候
〈
削
減
汝
埋
執
筆
)
と
そ
の
補
正
(
第
五
冊
、
陶
敏
・
棟
向
君
執
策
〉
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参
照
。
ち
な
み
に
佐
久
注
の
「
名
は
績
之
、
字
は
仲
素
」
は
謀
り
。

(
叩
)
こ
の
詩
は
、
か
つ
て
防
防
の
作
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
白
詩
の
序
に

よ
っ
て
張
仲
素
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
日
)
前
掲
の
『
唐
五
代
文
事
編
年
史
(
中
唐
巻
)
』
も
、
元
和
十
年
の
作

と
す
る
。

(
ロ
)
『
第
一
届
園
際
唐
代
皐
術
曾
議
論
文
集
』
重
湾
息
子
生
書
局
、
一
九
八

九
年
所
牧
。

(
日
)
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
張
惜
の
死
を
元
和
二
年
と
す
る

の
も
、
元
和
元
年
の
諜
り
。

(
日
)
楊
長
卿
「
彰
城
燕
子
棲
佳
話
之
闇
述
」
(
『
中
華
文
化
復
興
月
刊
』
第

一
二
巻
第
五
期
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。

(
日
)
南
宋
の
洪
逼
『
容
粛
三
筆
』
巻
十
二
、
「
阿
(
肋
)
泰
秋
娘
三
女
」

の
傍
卓
会
照
。

(
日
)
後
述
の
西
村
登
美
子
の
論
文
、
朱
『
筆
校
』
九
二
七
頁
以
下
、
王
仲

鋪
『
唐
詩
紀
事
校
筆
』
巻
七
八
、
張
建
封
妓
の
燥
な
ど
参
照
。

(
口
)
李
創
園
『
宋
代
志
怪
樽
奇
毅
録
』
(
南
海
大
望
出
版
社
、
一
九
九
七

年
)
参
照
。

(
日
)
瞳
見
邦
彦
『
唐
詩
口
語
の
研
究
』
(
中
園
書
臣
、
一
九
九
五
年
)
参

刀
日
目
。

(
印
)
伊
藤
正
義
ほ
か
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
韓
集
成
』
第
二
巻
上
所
牧
。

(
却
)
首
該
詩
に
は
、
「
校
校
富
聴
鵬
、
空
林
難
濁
守
」
の
句
が
あ
る
。
『
文

選
』
巻
二
九
所
牧
。

(
幻
)
矢
嶋
美
都
子
「
棲
上
の
思
婦
閏
怨
詩
の
モ
チ
ー
フ
の
展
開
」
(
『
日

本
中
園
周
子
曾
報
』
第
三
七
集
、
一
九
八
五
年
)
参
照
。

(
幻
)
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

H
・
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
l

(
川
合
康
三
課
)
「
英
語
に
よ

る
白
居
易
研
究
」
(
『
白
居
易
研
究
講
座
』
第
五
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
九

四
年
)
に
擦
る
。

(
お
)
上
海
辞
書
出
版
社
刊
『
唐
詩
鑑
賞
辞
典
』
(
一
九
八
三
年
)
所
牧
。

(
M
)
松
浦
友
久
編
『
績
校
注
唐
詩
解
樟
辞
典
[
付
]
歴
代
詩
』
(
大
修
館

童
目
白
、
二

O
O
一
年
)
所
牧
の
嘗
該
詩
の
燦
(
植
木
久
行
執
筆
)
参
照
。

(
お
)
前
掲
の
沈
組
芽
・
程
千
帆
の
鑑
賞
で
は
、
「
只
好
起
来
牧
拾
臥
床
」

と
平
拝
さ
れ
る
。

(
お
)
三
重
大
事
人
文
皐
部
文
化
皐
科
『
人
文
論
叢
』
第
十
一
続
、
一
九
九

四
年
所
牧
。

(
幻
)
佐
久
平
一
時
は
、
冴
え
わ
た
る
寒
月
の
意
に
と
る
。

(
お
)
蒋
紹
愚
『
唐
詩
語
言
研
究
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

O
年
)

の
付
録
「
唐
詩
詞
語
小
札
」
卓
会
照
。

(
却
)
王
云
路
『
漢
親
六
朝
詩
歌
論
稿
』
(
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
、

九
七
年
)
一
五
五
頁
参
照
。

(
叩
)
松
浦
友
久
編
『
校
注
唐
詩
解
韓
寵
典
』
(
大
修
館
書
居
、

年
)
五
八
四
頁
の
「
夜
来
」
の
解
説
参
照
。

(
出
)
拙
著
『
唐
詩
歳
時
記
』
(
講
談
社
・
昌
子
術
文
庫
、

の
詩
」
参
照
。

(
位
)
栗
斯
『
唐
詩
故
事
』
第
四
集
(
地
質
出
版
社
、

九

一
九
八
七

一
九
九
五
年
)
「
秋

一
九
八
三
年
)
も
、



こ
の
立
場
で
あ
る
…

0
一二頁)。

(
お
)
摸
商
人
民
出
桜
枇
、
一
九
八
一
一
年
。

(
ね
)
花
田
沼
英
樹
・
前
川
幸
雄
吋
元
横
研
究
同
お
よ
び
下
孝
萱
吋
光
償
年

譜
』
に
よ
れ
ば
、
一
兆
和
五
、
六
年
か
ら
元
和
九
年
ま
で
の
作
。

(
お
)
葉
動
艶
校
吋
一
一
ん
積
集
』
も
、
読
を
誌
に
作
る
ほ
か
は
同
じ
。

(
お
)
『
園
立
民
族
博
物
語
麟
糞
重
典
籍
叢
書
』
文
撃
篇
第
二
…
巻
(
護

詩
文
〉
門
臨
川
書
出
始
、
二

O
O
一
年
影
司
〕
に
嬢
る
。

(
訂
)
議
藤
昭
雄
ほ
か
『
江
談
抄
中
外
抄
富
家
語
』
〈
岩
波
書
謀
、
新

日
本
古
典
文
組
事
大
系
、
一
九
九
七
年
)
等
に
擦
る
。

(
お
)
栃
躍
武
編
著
、
韓
川
書
臣
、
一
九
九
一
一
一
年
。

(
お
)
筑
摩
書
房
、
中
園
詩
文
選
、
一
九
七
七
年
。

〈
的
)
張
闘
機
吋
麗
代
{
お
判
例
』
(
一
一
一
楽
出
版
社
、
一
九
八
七
年
〉
第
二
章
第

西
新
参
照
。

(
利
引
〉
馬
得
士
山
・
馬
遊
山
路
吋
勝
代
長
安
宮
廷
史
話
』
〈
新
華
出
張
祉
、
一
九

九
四
年
)
な
ど
。

(
犯
)
半
棲
勇
吋
時
謹
一
窮
京
叢
考
』
(
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
や
、

妹
尾
藩
護
『
長
安
の
都
市
計
重
い
〈
講
談
一
駐
、
一
一

0
0
一
年
〉
摂
取
の

「
長
安
の
大
明
宮
」
騒
な
ど
参
照
。

(
刊
)
宋
の
程
大
詰
コ
擁
錆
」
巻
四
に
付
す
「
大
明
宮
布
銀
翠
門
・
翰
林
院
・

皐
士
院
麟
」
や
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
薪
た

ι作
成
さ
れ
た
平
岡
式
夫
網

吋
藤
代
の
長
安
と
鴻
器
地
鱒
い
(
間
朋
合
出
版
、
九
七
七
年
)
第
一
一

圏
を
参
照
。
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『
和
謀
関
一
詠
集
』
新
校
唐
詩
注
釈
樟
訂
〈
十
四
)
(
樹
木
〉

(
村
)
毛
膏
言
明
代
翰
林
母
一
士
い
(
鮭
曾
科
智
文
献
出
摂
祉
、
二

0
0
0年
)

参
照
。

(
特
)
詳
し
く
は
松
浦
友
久
編
百
枚
、
庄
宙
開
詩
解
緯
欝
典
同
の
嘗
該
詩
の
僚

(
埋
由
量
一
夫
執
筆
)
参
照
。

〈M
W
)

陳
の
後
主
設
費
「
有
所
思
二
…
首
い
其
一
に
「
初
月
似
愁
眉
」
と
あ
り
、

階
の
重
恩
道
「
川
口
出
東
高
隅
仔
」
に
「
初
月
正
如
鈎
」
な
ど
と
あ
る
。

(
訂
〉
李
盆
と
藤
宜
上
人
と
の
聯
匂
「
重
陽
夜
集
積
陵
居
、
興
支
上
人
聯
句
」

に
も
、
「
新
月
和
秋
露
、
繁
屋
損
喪
露
」
(
麟
宣
)
と
あ
る
。

(
持
〉
た
だ
し
五
代
・
李
中
「
七
夕
」
詩
に
も
、
「
織
織
拐
月
苦
難
留
」
と

あ
っ
て
、
新
月
と
近
い
使
わ
れ
方
が
し
で
あ
る
。

(
相
)
君
栄
光
』
〈
支
那
撃
別
巻
)
一
一
鏡
、
一
九
四
七
年
。

(
出
)
曹
の
劉
藤
吋
大
震
新
端
信
巻
八
、
文
章
第
十
八
に
よ
る
。

(
日
)
中
唐
の
樺
徳
離
(
〈
七
五
九

i
八
一
八
)
の
「
新
月
卵
、
児
女
夜
宝
聴
琴

撃
酒
」
詩
に
も
、
「
以
蕊
給
月
圏
、
不
駿
良
夜
深
」
と
あ
る
。
蕗
は
詑

の
意
。

(
臼
)
宏
宗
の
開
元
年
間
に
成
る
謬
氏
の
子
〈
名
は
未
詳
〉
「
賦
新
丹
」
詩

に
「
拐
丹
却
弓
未
上
一
本
:
一
一
一
五
寓
鶴
岡
…
議
天
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

初
汚
と
新
立
と
の
議
い
が
表
れ
て
い
よ
う
。

(
日
〉
五
代
・
王
建
保
『
麿
棟
一
甘
口
』
巻
二
、
韓
等
第
の
様
車
参
照
。
鄭
谷
に

「
京
兆
府
試
就
職
丹
如
新
月
」
詩
が
簿
わ
る
。

(M)
大
修
館
書
居
、
一
九
九
七
年
。

(
日
)
白
詩
「
感
月
悲
逝
者
」
〈
巻
目
)
の
「
丹
位
今
育
制
註
年
い
、
山
今
参
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「
+
隔
地
夜
措
:
心
一
雨
洗
月
住
新
」
な
ど
。

繕
「
年
譜
』
は
、
漣
作
第
七
言
の
「
中
秋
一
一
一
忍
夜
」
に
よ
っ
て
、
八

月
十
五
日
む
作
と
見
な
す
。

(
日
)
前
描
の
賂
照
の
一
月
を
域
西
門
の
解
中
に
:

J
一
詩
の
李
書
誌
に
引
く

「
韓
名
」
に
「
盟
、
議
之
名
。
月
大
十
六
日
、
月
小
十
五
日
」
と
あ
る
。

〈
日
〉
卒
需
武
夫
『
自
認
島
h
o

(
m
w
)

平
岡
武
夫
『
自
居
易
l
住
雄
と
議
時
記
』
(
朋
友
繋
属
、
一
九
九
八

年
)
腕
牧
の
コ
一
一
月
三
日
上
己
洛
清
穆
喫
!
白
詩
歳
時
記
い
。

(
m
w
〉
拙
著
古
溝
詩
議
時
記
』
二
六
三
賞
。

(
M
m

〉
詳
し
く
は
松
浦
皮
久
瀬
古
枚
、
在
唐
詩
解
欝
蘇
典
』
の
富
該
詩
の
陳

〈
増
子
和
男
執
筆
)
参
黒
。

(
位
)
詞
吋
中
閥
持
文
論
薮
』
(
創
文
枇
、
一
九
八
九
年
)
頭
攻
。

〈
臼
)
一
海
知
義
吋
護
持
一

E
一
首
(
春
・
一
員
〉
h

(

平
凡
註
、
一
九
七
六
年
三

(
似
〉
誼
(
印
)
と
同
じ
。

(
伍
)
詑
(
凶
)
の
第
一
…
在
下
問
牧
。

(
槌
)
平
岡
武
夫
『
白
居
易
』
に
辻
哲
川
和
郡
蘇
露
五
』
を
引
く
が
、
現
存

の
営
回
該
書
に
は
見
え
な
い
。


